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図書館からのお知らせ

図書館だより町立図書館　　　　 ☎ 41-1900　FAX 44-5661
金ケ崎町西根西地蔵野 5　開館時間：10：00 ～ 18：00

※開館日・時間変更の場合あり

子育て支援課からのお知らせ

子育て広場子育て支援課　　 　　 ☎ 44-4611　FAX 44-4337
金ケ崎町西根鑓水 53　     　 e-mail：kosodate@town.kanegasaki.iwate.jp

information
■こどもおはなし会
　テーマ「あったかいな」
　▶開催日　１月 25 日㈯
　　午前 10 時 30 分～
　▶場所  おはなしコーナー
　
■一般企画展　「育児・子育て全力応援
　　～子どもの成長を楽しむために～」
　▶期間　令和 7 年 2 月 27 日㈭まで
　▶期間　展示コーナー
■児童企画展「親子っていいな」
　▶期間　令和 7 年 2 月 27 日㈭まで
　 ▶場所　児童列車コーナー

■年末年始の休館日
　12 月 28 日㈯から令和 7 年 1 月 4 日㈯まで
　新年は１月５日㈰より開館します
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協力隊Diary  ～地域おこし協力隊活動紹介～
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問　生活環境課（☎ 42-2111）

『環境にやさしい行動』のススメ vol.41

《令和５年度金ケ崎町温室効果ガス排出量公表》

　町では、第４次金ケ崎町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）に基づき、グリーン
マネジメントプログラムの運用により温室効果ガス排出量を把握しているところです。
　町の事務・事業における令和５年度（令和５年４月～令和６年３月）の温室効果ガス
排出量は、次表のとおりとなりました。

■対象施設（４４施設）…役場庁舎、上下水道課、保健センター、健康福祉センター、金
ケ崎診療所、社会教育施設（図書館、要害歴史館含む）、学校教育施設（学校給食センター
含む）、町指定管理施設

温室効果ガス排出量（全体割合） 温室効果ガス排出量（内訳） 一般家庭１世帯あたりの換算例

電 気
灯 油
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1,404.148t-CO₂
524.683t-CO₂
57.494t-CO₂

146.320t-CO₂
127.939t-CO₂
56.293t-CO₂

23%

2%

2%
6%

6%

61%
2,316.877t-CO₂

年間電気使用量の約650世帯分に相当
年間灯油使用量の約490世帯分に相当

年間ガソリン使用量の約40世帯分に相当
年間給湯・暖房等の熱需要の約100世帯分に相当

年間ＬＰガス使用量の約610世帯分に相当
一般的に使用するディーゼル乗用車約50台分に相当

　　

　夜間に、子どもの急な発熱などの病気やケガ、
事故について、電話相談ができます。
　小児科勤務経験のある看護師が応対します。

　発熱・けいれん・下
痢・嘔

おう
吐
と

などの症状や、
誤飲・やけどなどの事
故に対する対処法と病
院受診の目安が掲載さ
れています。日頃から
確認し、緊急時の対応
に役立てましょう。

夜間の相談は小児救急医療電話相談こども救急ガイドブックこども救急ガイドブック

　　

◀詳細は県ホームページ
から確認できます

子どもの病院受診を迷ったら…

■相談先

☎＃ 8000（局番なし）
※ダイヤル回線電話、IP 電話、PHS からは利用不可

　　　または

☎ 019-605-9000
　　午後７時～翌朝８時まで年中無休

あなたも読んでみませんか ?
☆第 11 回　わたしの「とっておきの本」

■本のタイトル

「一生お金に困らない

子どもの育て方」
■著者　たけや　きみこ
■出版　幻冬舎

◇紹介コメント（投稿者：お母さん）
　子どもが大きくなり、「お金の教育」に興味を持つよ
うになりました。子どもを取り巻くお金の事情は複雑に
なってきていますが、いずれは自立していかなければな
りません。早いうちからこの時代の金銭感覚を養うため
におすすめの一冊です。
※令和 5 年７月～８月に公募した、わたしの「とっておきの本」に投稿された本を紹介

　11 月 24 日に中央生涯教育センターにて「松ぼっくり音
楽祭」を開催しました。
　松ぼっくり音楽祭は若者の挑戦の種をまくイベントを作り
たい！という想いで始動し、若いバンドや中学校・高校の吹
奏楽部、歌唱、エレクトーンなどなど幅広い若者に披露して
いただきました。会場も出演者も一緒に１日を楽しんでいる
姿で溢れており素敵な光景が見れて良かったです。
　また、運営スタッフとして約 15 名の中学生・高校生に参
加して頂きました。
　中高生と魅力ある大人同士が協力してイベントを作り上げ
ることで、新たな発見を得ることができました。
　松ぼっくり音楽祭開催にあたり、たくさんの企業様からご
協賛を賜りました。

「若者の挑戦の第一歩となるステージを作りたい」
　この想いに賛同して下さり協賛頂きまして、誠にありがと
うございました。

次世代育成事業担当
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 隊員

▲松ぼっくり音楽祭の最後に
グミッツェルまきを行いました。

▲有住隊員
インスタグラム


